
国際シンポジウム『Crossing Boundaries: Migration, Mediation, Morality』報告書 
 
【報告１】 
 
2019 年 6 月 8 日（土）から 10 日（月）の３日間、国際シンポジウム「Crossing 
Boundaries :Migration, Mediation, Morality」が開催された。 
 
濱下武志先生による基調講演からスタートした本シンポジウムは、様々な分野の研究者に

よる報告がなされ、まさに Crossing Boundaries という名の通り、領域横断的に人の移動

について考える機会となった。ここでは、主にシンポジウムの運営に関わった視点から、敢

えて個別の議論には寄らずに述べていく。 
 
現代世界における「人の移動」という現象をどう捉えるのか。本シンポジウムが各セッショ

ンにおいて個別テーマを設けているように、それは個々の事象に引き付けて考える必要が

あり、だが同時に、一義的に社会経済的要因や政治的要因によって捉えきれるものではない。

そういった複雑性を抱える中で、本シンポジウムの構成それ自体が体現している学際的ア

プローチは、異なる分野を繋げるということ以上に、そうしたアプローチの全体像を提示し

たという点において、非常に有意義であったと考える。 
 
また、そうした学術的な研究をいかに日常性と結びつけるかという問題に際しては、今日的

状況を複雑性という特徴に求めることによって、かえって問題の固定化を招いてしまうと

いう逆説が生じている。学際的アプローチにおいて異なる学科性をどのように把握し、どう

位置づけるのかが問われる中、前提としてあった体系そのものを捉えなおすことにその内

実があるのではないか。今回のシンポジウムを一つのまとまりとして捉えたときに、そのよ

うに感じられた。 
 
シンポジウムの Closing Remarks において石田貴文先生が挙げておられた、レヴィ＝スト

ロースの言が興味深いものとして印象に残っている。その「we can not look without 
prejudice, but we do with prejudice」という言葉は、人の移動とともに変化が常態化し、

自己統一性を何に求めるかが常に問われる今日の世界と対峙するうえで、まさに要請され

るものではないだろうか。 
 
（報告執筆：東京大学学際情報学府・情報学環修士課程修了 濱中麻梨菜） 
 
 
 



【報告２】 
 
This symposium provided a truly interdisciplinary perspective on the now highly 
pertinent topic of international migration. By bringing together leading scholars from 
fields of anthropology, sociology and the physical sciences, the three-day event allowed 
participants to cross not only the boundaries of nations and ethnicities, but also 
disciplines and different angles of looking at the same phenomenon. 
 
Despite the disparate disciplines of its presenters, the symposium accentuated the 
thematic keyword of “identity” of various peoples, both at the group and individual levels, 
and asked the audience to question existing identities that are currently taken as 
granted and matter-of-fact. In one way, the questioning is done by zooming in on little-
known minorities (such as Prof. Mirzai’s African-Iranians, Prof. Kuroki’s Lebanese-
Brazilians and Prof. Fletcher’s Englishmen in colonial Shanghai). In another way, it 
occurs when the definitions of commonly accepted terms are problematized (such as Prof. 
Bates’s “slaves,” Prof. Goto’s “heretic” and Prof. Oka’s “homeland”). By providing nuanced 
and complex answers to the question of “who are we,” the presenters put forth brand new 
notions of social belonging that is worthy of continued developments in future studies. 
 
This symposium was particularly innovative in bringing together a group of presenters 
from the physical sciences, who provided a much longer view of human migration, beyond 
the confines of race, nation and social groups so central to social scientific research. Prof. 
Maat, Nakayama and Ota all managed to detect genetic changes in biological organisms 
(including humans themselves) that suggest how cultural changes, compounded by 
different environmental conditions in different geographies, concretely shaped how 
humans live and die. The impact of human migration, as studies of genetics and the 
environment tells us, changed much more than just the identity of the humans 
themselves but also many other living creatures. Migration, thus, allows boundaries to 
be crossed between social and physical sciences in ways that few other topics could so 
clearly. 
 
The resulting discussions from the presentations are undoubtedly a source of great 
inspirations for younger scholars and the general audience. At a personal level, my own 
research, already interdisciplinary in nature, benefits from further extending into many 
other disciplines via the frameworks proposed by the symposium’s many presenters. The 
ability to think flexibly across theories, concepts and indeed, a limited part of the world, 



is a key takeaway that I would like to implement in my own conceptualization of what 
is a good piece of research in the field of migration studies. 
 
（Written by Mr. Xiaochen Su, Ph.D. Student, Graduate School of Interdisciplinary 
Information Studies, The University of Tokyo) 
 
【報告３】 
 
本シンポジウムでは、社会科学のみならず歴史学や教育学、そして文学といった多様な分野

の研究者が国内外から集まり、包括的に共通するテーマをめぐって議論がなされた。 
 
国際シンポジウムに初参加であった私は、不安と期待が綯い交ぜになった気持ちで臨んだ

が、非常に実りある経験を積むことができた。普段はイランの文学研究をしており、社会科

学等の異分野の話を聞く機会は稀であるため、このような機会を得られたことは自らの知

見を深め、興味の幅を広げることへ繋がった。特に、奴隷制度や紛争による人の移動、亡命、

そして移民や難民といった問題は、幸か不幸か、これまで世界中で文学が生まれる契機とも

なっている。自分の分野にひきつけるならば、そうした経験をした人々の苦難や葛藤といっ

た心性を理解するのが文学でもあるといえよう。本シンポジウムでは、自身の研究で重きを

置く心性ではなく、その心性に至る環境や過程に、より光が当てられていた。主題へのアプ

ローチ方法が異なっているため、新鮮かつ瞠目する内容が満載であった。 
 
とりわけ、同地域のイランをフィールドとするベフナーズ・ミールザーイー教授の、イラン

へのアフリカ人奴隷についての講演や、森本一夫教授のムハンマドの系譜に関する講演で

は、自身のフィールドについて最先端の見聞を広めることが出来た。また、スィーマ・アラ

ヴィー教授の、統治時代のインド人ムスリムについての講演では、知識人らが印刷技術を用

いた上で、イスラーム圏各地で出版を行っていた点で近代イランの出版状況と共通点があ

ることが明らかになった点が非常に興味深かった。 
 
今回は講演を聴くだけではなく、発表の機会も頂いた。時間の都合上、深い議論は出来なか

ったが、この貴重な経験は間違いなく成長の糧となるはずである。改めて、機会を与えてく

ださったことに深謝申し上げる。また、シンポジウムの時間以外の懇親会や昼食の時間等も、

様々な人と交流することができ、講演の詳細に関する質問や議論、それぞれの研究内容に関

する話題で盛り上がった。気軽な空気で議論を交わせるのもまた、貴重な時間となった。 
 
（報告執筆：大阪大学大学院言語文化研究科言語社会専攻博士後期課程 1 年 木下実紀） 
 



【報告４】 
 
「Crossing Boundaries: Migration, Mediation, Morality」は、アジア研究の拠点の一つで

もある東京大学東洋文化研究所と ASNET の主催で、開かれた。発表された研究はどれも

興味深く、また、学際的かつ様々な国、地域、大学からの参加者による報告と議論の様子は、

まさに本シンポジウムが掲げたテーマを表象していた。 
 
本報告者は、シンポジウム二日目の午後に設けられた学生セッションに参加した。日本社会

における移民の子どもの教育や保育について研究関心のある報告者であるが、普段は、教育

学領域において研究を共有することが多かった。そこで、「移民」さらには「境界線を越え

る」ことそれ自体から、自らの研究を俯瞰してみる機会になると考え、本シンポジウムへの

参加を決めた。そうした背景を踏まえると、ほかの研究者の発表のそれぞれからも、自らが

発表することからも多くを学んだ。 
 
具体的には、移動する人を何によって定義するかについての議論は、今後も私自身が考えて

いかなければならない議題として再認識させられた。例えば、研究の中で「〇〇人」という

ときの定義は、分野によっても、そして研究の枠組みによっても異なる。社会的に構築され

る境界線の権力性を認識した上で、ゲノム研究等の自然科学の知見を生成することについ

ての態度の取り方や、議論それ自体の丁寧な態度をディスカッションから学んだ。報告者の

研究テーマである子育てや教育の議論でも中心的議題となる「文化」についても、研究をす

る上でどのような態度をとるか、その多様性を改めて確認できる機会となった。 
 
最後に、このような国際シンポジウムで発表する機会は学生にとって重要な経験になるこ

とを記しておく。繰り返しになるが、シンポジウム中に報告された重要な研究者による研究

発表を聴衆することでもすでに多くの重要な学びをさせてもらったが、学生として、自ら発

表し、コメントを受けるプロセスからも重要なことを学ばせてもらった。さらには、セッシ

ョンの始めにその場で共有された、「若手研究者（学生）による最新の研究を私たちが学ぶ

機会なのである」という研究者の態度にインスパイアされた。このような貴重な機会に発表

させてもらったことに感謝するとともに、今後の研究に励みたいと思う。 
 
（報告執筆：東京大学教育学研究科博士課程 長江侑紀） 
 
 
 
 
 



【報告５】 
筆者は報告者としての参加ではなく、事務局裏方のさらに補助役というごく局地的な形で

の関与であったが、今回のシンポジウムは「Crossing Boundaries: Migration, Mediation, 
Morality」という共通テーマを軸として、人の移動に関する多様な分野の研究成果に触れる

ことができる新鮮で貴重な機会であった。 
 
だが個人的に、今回のプログラムで最も深い印象を受けたのは Dipesh Kharel 監督による

ドキュメンタリー映画「Playing with Nan」（2012 年制作）だった。ドラマチックな画面や

音楽を多用するのでなく、取材対象の人々の真率な思いを少しずつ引き出すことで、経済的

事情により肉親と引き裂かれたことの悲しみ、空間的隔たりによって夫婦間の心情的な齟

齬が広がってゆく苦しみなど、出稼ぎ労働という Crossing Boundaries がある一家にもた

らした変化を浮かび上がらせ、一家庭の内側でありながらも普遍性のある情景として我々

観客に提示するものであった。主人公であるネパール人男性を低賃金・長時間労働という過

酷な条件で雇用しているのは同国出身者であるとはいえ、同作品は、外国人労働者をめぐる

環境の劣悪さが日本国内で許容されている現状もまた静かに描き出している。会場におい

て観客の多くを占めていたであろう日本人、および日本と同様に「（本国に留まるのに比べ

ればまし、という理由で劣悪な条件にも甘んじる）安い労働力」を海外から受け入れている

欧米の人々にとっては、貧困国の地位に置かれた国の人々が選択の余地なき Crossing 
Boundaries を強いられている国際社会の構造を、ミクロな事例を通じて突き付けられたと

感じるものだったのではないか。 
 
今回のシンポジウムのように極めて今日的なテーマを掲げる場合、来場者の多くが期待す

るのも、現代世界の諸状況が作り上げられてきた歴史的背景の解明、そしていま我々が生き

る社会で進行している諸問題をめぐる展望ではないかと思われる。情緒的な訴求力のある

コンテンツが常に最良というわけではないが、移民・難民は身を寄せた先の社会で最も困難

な立場に置かれやすい人々だからこそ、意識的・無意識的に彼らを搾取したり排除したりし

ているマジョリティ側の視野を広げさせ問題意識を喚起することは重要であり、その意味

でも「Playing with Nan」のような映像作品の力の大きさを感じた。 
 
一方で、研究報告には、ある事象に関する当事者の主観を分析したり客観的な数値を提供し

たりといった役割があり、今回のシンポジウムのような開かれた場でその成果が広く共有

されることもまた極めて重要である。研究機関や学会が、学術性を担保しつつ現実の問題を

照射し改善につながるための模索にどこまで踏み込んでゆけるか。そういったことを考え

させられたシンポジウムであった。 
 
（報告執筆：東京大学東洋文化研究所／ASNET 助教 板橋暁子） 


